
議会のニュース

12◎｢あなたと市議会うつのみや｣159号の印刷費1,453,086円（消費税含む） ◎次回の発行は、４月下旬の予定です。

北海道及び東北新幹線「はやぶさ」の
JR宇都宮駅停車実現に向けて

意

見

書

議
員
研
修
会
を
開
催

※
意
見
書
は
、
衆
参
両
院
、
国
の

関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

※上記日程は変更になる可能性がありますので、ご来場の際
は事前にお問い合わせください。
※３月定例会では、27年度予算の歳入を審査する総務常任
委員会を他の委員会の議員も傍聴できるように、常任委員
会の開始時間を変更しています。

　本会議は一般に公開されており、個人・団体を問わず自由
に傍聴できます（定員120人）。議会棟６階の傍聴受付でお
申し込みください。なお、手話通訳の必要な方は、傍聴した
い本会議の５日前までにお申し込みください。
　また、常任委員会なども５人まで傍聴できます。議会棟３
階の議会事務局窓口に開会10分前までにお申し込みください。
希望者が多い場合は抽選となります。

3月定例会の日程（予定）

議会事務局議事課　電話（632）2608

月　　　日 内　　　容 時　間

傍 聴 の ご 案 内

議会事務局総務課　電話（632）2604　FAX（632）2613

 12日(木)～13日(金) 常任委員会 午前10時

 26日(木) 常任委員会 〃

2月 25日(水) 本会議開会 午前10時

 11日(水) 総務常任委員会
その他の常任委員会

午前10時
午後 １時

 30日(火) 本会議閉会 〃

3月 　4日(水)～ 　6日(金)
 　9日(月) 一般質問 〃

　市議会では、市民の皆さんに議会への理解と
関心を高めてもらうため、親子や小中学校、各
種団体などの議場見学を随時行っています。
　希望される方は、市議会ホームページの申込
書に記入のうえ、議会事務局までお問い合わせ
ください。
議会事務局総務課　電話（632）2611

市議会議場を見学してみませんか

　宇都宮市議会では、9月議会において、2016年3月の
北海道新幹線の開業を契機とし、交流拡大や産業経済
等の相互発展を図るため、JR宇都宮駅への北海道新幹
線及び東北新幹線「はやぶさ」停車の実現に向け、決議
をいたしました。
　これを契機に、県市長会や県市議会議長会などが次々
と同様の決議を行うなど、その実現に向けた活動が広
がっており、さらに、市自治会連合会や市地域まちづく
り推進協議会から実現に向けた要望書が提出されるな
ど、市民からもJR宇都宮駅停車の実現を望む声が日々
大きくなっております。
　昨年12月には、議長が市長とともに県知事に協力を
要請したほか、県議会でも同様の決議が採択され、その
活動は着実に広がっています。
　宇都宮市議会では、今後とも、「はやぶさ」のＪＲ宇都
宮駅停車の実現に向け、活動を継続してまいります。

◆
農
協
改
革
の
検
討
に
関
す

る
意
見
書

　

農
協
改
革
に
当
た
っ
て
は
、

当
事
者
で
あ
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
自
己
改
革
を
尊

重
し
、
検
討
を
進
め
る
よ
う

国
に
強
く
要
望
す
る
た
め
、

意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

昨
年
12
月
12
日
に
、
帝
京

大
学
経
済
学
部
地
域
経
済
学

科
学
科
長
の
溝
尾
良
隆
氏
を

講
師
に
招
き
「
観
光
に
よ
る

地
域
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に

議
員
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

観
光
振
興
に
お
け
る
市
の

果
た
す
べ
き
役
割
や
、
既
存

観
光
資
源
の
整
備
と
活
用
方

策
、
新
た
な
観
光
に
よ
る
地

域
活
性
化
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
、
写
真
や
具
体
的

事
例
を
交
え
た
講
義
が
な
さ

れ
た
。

　

参
加
し
た
議
員
は
、
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
耳
を

傾
け
、
活
発
に
質
疑
応
答
を

す
る
な
ど
、
今
後
の
観
光
行

政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
有

意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

た
か

み
ぞ

お

よ
し

▲議員研修会の様子

▲市長と議長が県知事と面会し、協力を要請

常任委員会の主な審査常任委員会の主な審査

1011

建
設
常
任
委
員
会

文
教
消
防
水
道
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

環
境
経
済
常
任
委
員
会

○
平
成
26
年
度
宇
都
宮
市 

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
の
概
要　

債
務
負
担
行

為
で
、
指
定
管
理
者
の
指
定

に
伴
う
八
幡
山
公
園
管
理
業

務
に
つ
い
て
、
新
た
に
設
定

す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
宇
都
宮
市
道
路
占
用
料

条
例
等
の
一
部
改
正

議
案
の
概
要　

道
路
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
準
じ
、
道

路
占
用
料
、
準
用
河
川
占
用

料
並
び
に
法
定
外
公
共
物
及

び
下
水
道
施
設
に
係
る
占
用

料
の
額
の
引
き
下
げ
な
ど
を

す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
宇
都
宮
市
公
園
条
例
の

一
部
改
正

議
案
の
概
要　

施
設
の
効
率

的
な
管
理
運
営
及
び
利
用
者

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

八
幡
山
公
園
に
指
定
管
理
者

に
よ
る
管
理
運
営
及
び
利
用

料
金
制
度
を
導
入
す
る
も
の
。

質　

疑　

公
園
内
の
行
為
の

許
可
に
関
す
る
業
務
は
、
指

定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と

に
な
る
が
、
そ
の
理
由
は
何

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
許

可
の
判
断
を
行
う
の
か
。

説　

明　

八
幡
山
公
園
の
許

可
の
実
績
と
し
て
は
、
学
校

の
校
外
活
動
や
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
に
よ
る
ご
み
拾
い
、

市
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
が
る
映
画
や

テ
レ
ビ
の
撮
影
な
ど
で
あ
り
、

指
定
管
理
者
で
も
容
易
に
判

断
で
き
る
内
容
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
許
可
に
関
す
る
業
務

を
与
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

に
な
い
事
例
が
今
後
発
生
す

る
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
誤
っ
た
判

断
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、
公

園
管
理
者
で
あ
る
市
と
の
連

携
を
徹
底
し
て
い
く
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
平
成
26
年
度
宇
都
宮
市 

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
の
概
要　

教
育
費
で
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
に
対
応
す
る
た
め
の
、
子

ど
も
の
家
の
施
設
整
備
に
伴

う
放
課
後
活
動
施
設
整
備
費

を
追
加
計
上
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
中
学
校
社
会
科
教
科
用
図

書
（
歴
史
・
公
民
分
野
）

の
適
正
な
採
択
を
求
め
る

陳
情

陳
情
の
趣
旨　

文
部
科
学
省

は
、
21
年
に
新
し
い
教
科
書

検
定
基
準
を
告
示
す
る
と
と

も
に
、
装
丁
や
見
映
え
で
は

な
く
内
容
を
考
慮
し
た
綿
密

な
調
査
研
究
を
公
正
か
つ
適

正
に
行
い
、
各
採
択
権
者
の

権
限
と
責
任
の
も
と
、
地
域

実
情
に
最
も
適
し
た
教
科
書

を
採
択
し
て
い
く
こ
と
並
び

に
教
育
基
本
法
の
改
正
内
容

や
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
内

容
を
十
分
理
解
し
、
適
切
な

教
科
書
採
択
を
行
う
よ
う
通

知
し
て
い
る
。

　

採
択
に
当
た
っ
て
は
、
教

育
基
本
法
及
び
学
習
指
導
要

領
の
示
す
教
育
の
目
的
及
び

教
育
の
目
標
に
最
も
適
合
し

た
教
科
用
図
書
を
選
定
し
て

ほ
し
い
。

意　

見　

市
の
教
科
書
採
択

の
現
状
や
プ
ロ
セ
ス
な
ど
を

踏
ま
え
る
と
、
陳
情
の
願
意

は
既
に
達
成
さ
れ
て
い
る
た

め
、
不
採
択
と
し
た
い
。

意　

見　

陳
情
の
趣
旨
や
理

由
は
妥
当
で
あ
り
、
義
務
教

育
の
中
で
正
し
い
歴
史
を
分

か
り
や
す
く
教
え
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
採

択
と
し
た
い
。

意　

見　

陳
情
の
願
意
は
既

に
達
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
継
続
審
査
に
す
べ
き
で

あ
る
。

委
員
会
の
結
論　

起
立
採
決

の
結
果
、
採
択
。

○
平
成
26
年
度
宇
都
宮
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
の
概
要　

総
務
費
で
、

防
犯
灯
補
助
金
の
申
請
件
数

が
当
初
見
込
み
を
上
回
っ
た

こ
と
に
伴
う
防
犯
対
策
費
を
、

民
生
費
で
、
私
立
保
育
園
の

整
備
費
助
成
に
対
す
る
県
補

助
金
の
交
付
決
定
に
伴
う
児

童
福
祉
施
設
運
営
等
助
成
費
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
改

修
に
伴
う
保
育
事
務
費
な
ど

を
、
衛
生
費
で
、
結
核
医
療

給
付
事
業
の
患
者
数
が
当
初

見
込
み
を
上
回
っ
た
こ
と
に

伴
う
結
核
予
防
費
を
、
そ
れ

ぞ
れ
追
加
計
上
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
宇
都
宮
市
子
ど
も
の
た
め

の
教
育
・
保
育
給
付
及
び 

利
用
者
負
担
に
関
す
る
条

例
の
制
定

議
案
の
概
要　

子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保

育
給
付
の
額
及
び
給
付
に
係

る
利
用
者
負
担
額
に
つ
い
て
、

政
令
等
で
定
め
る
額
の
範
囲

内
で
定
め
る
と
も
に
、
市
立

保
育
所
な
ど
の
利
用
に
係
る

利
用
者
負
担
額
の
徴
収
に
つ

い
て
規
定
す
る
も
の
。

質　

疑　

27
年
４
月
１
日
か

ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
が
本
格
的
に
実
施
さ

れ
る
が
、
保
育
所
な
ど
の
利

用
に
係
る
利
用
者
負
担
額
は
、

現
行
制
度
と
比
較
し
、
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

説　

明　

現
行
水
準
を
維
持

す
る
国
の
考
え
方
や
、
市
独

自
の
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

減
策
の
経
緯
な
ど
を
踏
ま
え
、

原
則
、
現
行
の
利
用
者
負
担

額
を
上
回
ら
な
い
よ
う
、
配

慮
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

意　

見　

同
一
の
利
用
者
負

担
額
を
徴
収
す
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
小
規
模
保
育
事
業

な
ど
で
は
事
業
形
態
に
よ
っ

て
、
保
育
士
以
外
に
よ
る
保

育
を
認
め
る
な
ど
、
職
員
の

資
格
基
準
の
面
で
認
可
保
育

所
と
差
が
生
じ
て
お
り
問
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
議

案
に
は
賛
成
は
で
き
な
い
。

委
員
会
の
結
論　

起
立
採
決

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
平
成
26
年
度
宇
都
宮
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
の
概
要　

労
働
費
で
、

緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
対
す

る
県
補
助
金
の
交
付
決
定
に

伴
う
雇
用
支
援
対
策
費
を
追

加
計
上
し
、
商
工
費
で
、
企

業
立
地
・
定
着
促
進
拡
大
再

投
資
補
助
金
の
申
請
件
数
が

当
初
見
込
み
を
上
回
っ
た
こ

と
に
伴
う
企
業
誘
致
定
着
促

進
費
を
追
加
計
上
す
る
も
の
。

　

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
に

つ
い
て
、
ご
み
収
集
運
搬
業

務
委
託
ほ
か
２
件
に
つ
い
て
、

新
た
に
設
定
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
指
定
管
理
者
の
指
定

議
案
の
概
要　

オ
リ
オ
ン
市

民
広
場
（
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ

ア
）
の
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
も
の
。

質　

疑　

指
定
管
理
者
の
更

新
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
望
む
が
、
今
回
、
指
定
管

理
者
が
３
者
に
よ
る
運
営
共

同
体
と
な
る
こ
と
で
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
点
が
変
わ

っ
て
い
く
の
か
。

説　

明　

新
た
な
指
定
管
理

者
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

者
に
加
え
、
地
元
新
聞
社
と

商
店
街
が
参
画
す
る
形
と
な

る
が
、
新
聞
社
に
よ
る
大
型

映
像
装
置
へ
の
コ
ン
テ
ン
ツ

の
提
供
や
、
広
告
媒
体
を
利

用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
な

ど
が
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
商

店
街
と
の
さ
ら
な
る
連
携
に

よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に

お
け
る
相
乗
効
果
が
発
揮
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

※
ペ
イ
ジ
ー

　

金
融
機
関
の
窓
口
で
待
つ
こ
と

な
く
、
税
金
な
ど
を
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ

や
、
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
な
ど

か
ら
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
の
こ
と
。

○
宇
都
宮
市
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正

議
案
の
概
要　

国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
に
準
じ
、
一
般

職
の
職
員
な
ど
の
給
料
月
額
、

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
を

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
市

議
会
議
員
及
び
特
別
職
の
職

員
の
期
末
手
当
並
び
に
、
教

育
長
の
勤
勉
手
当
を
引
き
上

げ
る
も
の
。

意　

見　

一
般
職
の
職
員
な

ど
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て

は
賛
成
す
る
が
、
市
議
会
議

員
に
つ
い
て
は
引
き
上
げ
る

必
要
が
な
い
と
考
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
条
例
全
体
と
し

て
は
賛
成
で
き
な
い
。

委
員
会
の
結
論　

起
立
採
決

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
宇
都
宮
市
税
条
例
の
一
部

改
正

議
案
の
概
要　

市
税
の
納
付

に
係
る
利
便
性
の
向
上
及
び

収
納
事
務
の
効
率
化
を
図
る

た
め
、
ペ
イ
ジ
ー
に
よ
る
市

税
の
収
納
を
開
始
す
る
こ
と

に
伴
い
、
新
た
に
電
磁
的
記

録
に
よ
る
納
付
書
及
び
納
入

書
を
規
定
す
る
も
の
。

質　

疑　

金
融
機
関
に
よ
っ

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
の
み
の
対
応
と
、
銀

行
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
含
め
た
対
応
が

あ
る
な
ど
、
ペ
イ
ジ
ー
へ
の

対
応
が
異
な
っ
て
い
る
が
、

対
応
方
法
は
ど
の
よ
う
な
基

準
で
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

説　

明　

銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
ペ

イ
ジ
ー
の
対
応
に
当
た
っ
て

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
な
ど
改
修
が
必
要
と

な
る
た
め
、
現
時
点
に
お
い

て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
の
み
の
対
応
と
な

っ
て
い
る
銀
行
も
あ
る
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

※

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
調
査
特
別
委

員
会
が
報
告
書
を
提
出

▲市内の子どもの家

▲ライトアップしたオリオン市民広場（オリオンスクエア）
▲正副議長、正副委員長が
　市長に報告書を提出

▲八幡山公園

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
調
査
特
別
委
員

会
で
は
、
昨
年
11
月
に
最
終

的
な
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

　

報
告
書
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
。

○
全
般
的
事
項

・
少
子
超
高
齢
・
人
口
減
少

時
代
に
お
い
て
、
効
率
的
で

健
全
な
都
市
経
営
を
行
う
た

め
に
は
、
限
ら
れ
た
諸
機
能

や
既
存
資
源
を
集
中
的
に
配

置
し
、
肥
大
化
し
た
地
域
の

集
約
化
を
図
り
、
そ
れ
ら
を

有
機
的
に
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
形
成
が
必
要
で
あ
る
。

○
拠
点
化
の
促
進

・
土
地
利
用
は
、
効
果
的
な

土
地
利
用
の
た
め
に
制
限
す

る
ほ
か
、
一
定
の
規
制
緩
和

も
必
要
で
あ
る
。

・
都
市
拠
点
は
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
都
市
機
能
を
集
積
し
、

広
域
的
な
求
心
性
や
中
枢
性

を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

・
地
域
拠
点
は
、
各
地
域
の

現
状
と
課
題
を
整
理
し
、
ニ

ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
不
足
す
る
機

能
は
、
都
市
拠
点
や
隣
接
す

る
地
域
拠
点
間
で
補
完
し
合

え
る
よ
う
、
効
率
的
な
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
努

め
る
べ
き
で
あ
る
。

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
促
進

・
基
幹
公
共
交
通
の
う
ち
南

北
方
向
は
既
存
鉄
道
を
、
東

西
方
向
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
そ
れ
ぞ

れ
位
置
付
け
、
利
用
者
の
視

点
に
立
っ
た
利
便
性
向
上
策

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
パ
ー
ク・
ア
ン
ド・
バ
ス
ラ

イ
ド
施
設
の
設
置
や
循
環
型

の
バ
ス
路
線
新
設
、
隣
接
す

る
地
域
拠
点
間
に
お
け
る
地

域
内
交
通
の
相
互
乗
り
入
れ

な
ど
、
交
通
結
節
機
能
の
充

実
・
強
化
が
望
ま
れ
る
。


